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墨田区立図書館ウェブサイト 

緑図書館 【すみだ文化講座】 と資料展 １月のご案内 

１月４日(日)～１月７日(水） 
資料展 「隅田川七福神」 １階展示コーナー 
ミニ文学展 「戦前の年賀状など：寄贈資料から」 

３階展示コーナー 
講演会 「旧暦で解く隅田川の年中行事」 

講師：左伯隅子氏 
１月２５日（日）午後２時～４時     ３階学習室 

このニュースをご覧になっている皆さんですから、1 冊も読まなかったという方は

少ないと思います。昨年の世論調査では、知識や教養を深める、仕事に役立てる等の

理由から読書をする人が増えている、という報道がありました。 

最近、いくつかの雑誌が休刊や廃刊になっていますが、これは、雑誌を読む人が減

っており、欲しい情報は雑誌ではなく、テレビやインターネットで手に入ることがそ

の理由として挙げられています。 

また、小・中学校の児童・生徒の読書冊数も増えているとの報道もありました。こ

れは昨年に引き続き、中学生が主役の小説やケータイ小説がけん引役となっていると

のことです。 

読書には、知識や想像力、感性等が豊かになる、考える力がつく等のよい点がたく

さんあります。一人でも多くの人に読書の楽しさや面白さが伝わり、本に親しんでい

ただけるよう、図書館の催し物や本に関する様々な情報をお伝えしていきます。 

あずま図書館長  
吉田 章 

 

年頭のごあいさつ 

１ 

 

１月１０日（土）～２月２２日（日） 
資料展 「将軍のお狩場と隅田川文化資料展 

            １階展示コーナー 
ミニ文学展 「アララギ歌人」古泉千樫と高田浪吉 

３階展示コーナー 

 

 
あけましておめでとうございます。 

日頃、図書館・図書室をご利用いただきましてありがとうございます。 

さて、皆さんは昨年 1 年間で何冊の本を読まれたでしょうか？ 



 

  

図書館では、各種サービスの利用状況を調査し、よりよいサービスにするために図書館運営の参考としています。

今回は図書館の利用に関する傾向をグラフでご紹介します。 

① 図書資料の貸出の約４割が文学 

 

右のグラフは、直近の１年間（２００７年１

２月～２００８年１1 月）の図書資料の貸出数

を分類別にしたものです。  

この 1 年間で合計１４２万回の貸出がありま

した。中でも一番多いのは、主に小説などの文

学で年間 54 万回の貸出があり、全体の約 4 割

を占めます。 

なお、この期間内で貸出回数が一番多かった

資料は「名もなき毒」（宮部みゆき著）で、448

回でした。 

② インターネットの活用によりリクエストが大幅に増加 
 

近年、様々な分野でＩＴ化は進んでい

ますが、図書館も例外ではありません。 

墨田区でも平成 17 年度からインター

ネットから資料のリクエストができるよ

うになりました。 

これにより資料のリクエストが大幅に増

加し、平成 9 年度は 5.6 万件のリクエス

トを受け付けたのに対して、平成 19 年

度には 34 万件と 10 年間でリクエスト

件数は 6 倍に増加しました。 

③ 絵本は図書館で見てから 
 

それでは、図書資料でリクエストされるも

のの中では、どの分類が多いのでしょうか？ 

グラフにしてみると右の結果になり、グラ

フ 1 の貸出数の分類と似たような構成になり

ました。 

しかし、ここでよく見てみると貸出数では

2 位だった絵本が 6 位にまで下がっていま

す。絵本などの児童向け資料は、館内で実際

に見てから借りているという傾向がうかがえ

ます。 

 ちなみに、この期間でリクエストが一番多

かった資料は、「流星の絆」（東野圭吾著）で 649 件でした。 

最後に 
今後も統計情報を活用して、蔵書構成の見直しや資料購入の参考にするなどをして、よりよい図書館になるよう

これからも努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。また、リクエストなどを通して皆さんのお声をお

聞かせ下さい。（も） 

グラフ3　分類別図書資料リクエスト受付件数(2007年12月～2008年11月)
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グラフ1分類別図書資料貸出数（2007年12月～2008年11月）
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グラフ2　年度別リクエスト受付数の推移
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跡
の
人
間
」
と
そ
の
家
族
の
物
語
と
も
言
え

そ
う
で
す
。 

「
リ
ン
ゴ
の
木
は
、
リ
ン
ゴ
の
木
だ
け
で

生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
周
り
の
自
然

の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
生
き
物
な
わ
け

だ
。
人
間
は
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ

て
、
自
分
独
り
で
生
き
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
。
・
・
（
中
略
）
・
・
農
薬
を
使
う
こ
と
の

い
ち
ば
ん
の
問
題
は
、
ほ
ん
と
う
は
そ
こ
の

と
こ
ろ
に
あ
る
ん
だ
よ
」
（
本
文
P.

１
３

１
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
本
は
自
然
と
人

間
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
も
深
く
考
え
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。 

木
村
さ
ん
の
よ
う
な
生
き
方
は
誰
に
で

も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
困
難
な

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
い
る
方
に
は
ぜ
ひ

読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
本
で
す
。 

木
村
さ
ん
を
リ
ン
ゴ
に
結
び
つ
け
た
の

は
、
書
店
で
の
１
冊
の
本
と
の
偶
然
の
出
会

い
だ
っ
た
の
で
す
が
、
誰
で
も
時
に
は
人
生

を
変
え
て
し
ま
う
よ
う
な
本
に
出
会
う
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
の
よ
う
な
人
と
本
の
「
奇
跡
の
出
会

い
」
が
起
こ
る
図
書
館
で
あ
る
こ
と
を
願
い

つ
つ
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
こ

れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
虎
） 

「奇跡のリンゴ」 
石川拓治著 

幻冬舎 

《資料 ID:212757439》 

 

今
回
、
ご
紹
介
す
る
本
は
有
機
肥
料
も

農
薬
も
一
切
使
わ
ず
、
し
か
も
「
腐
ら
な
い
」

そ
ん
な
「
奇
跡
の
リ
ン
ゴ
」
を
創
っ
た
人
＝

木
村
秋
則
さ
ん
の
物
語
で
す
。
農
薬
の
使
用

を
前
提
に
成
り
立
つ
現
代
の
農
業
、
と
り
わ

け
農
薬
と
切
り
離
せ
な
い
リ
ン
ゴ
栽
培
で
、

農
薬
を
一
切
使
わ
な
い
「
奇
跡
の
リ
ン
ゴ
」

を
木
村
さ
ん
と
そ
の
家
族
が
作
り
上
げ
る

ま
で
の
波
乱
に
富
ん
だ
人
生
の
記
録
で
す
。 

こ
の
本
を
読
む
と
、
失
敗
の
度
に
常
識
を

捨
て
て
未
来
を
切
り
開
い
て
き
た
木
村
さ

ん
の
成
功
の
陰
に
、
不
屈
の
精
神
と
旺
盛
な

好
奇
心
、
人
並
み
は
ず
れ
た
努
力
、
そ
し
て

家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
こ
と
が
良
く
分
か

り
ま
す
。
こ
の
物
語
は
、
目
標
を
決
し
て
あ

き
ら
め
な
い
こ
と
の
大
変
さ
と
素
晴
ら
し

さ
を
心
の
底
か
ら
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
「
奇 

書名 著者名 出版社 請求記号 

読書進化論 勝間和代 小学館 019.0 カ 

オオカミ少女はいなかった 鈴木光太郎 新曜社 140.4 ス 

ぶらりあるきパリの博物館 中村浩 芙蓉書房出版 293.53 ブ 

現代用語の基礎知識  自由国民社 302.0 ゲ 

ロシア・ショック 大前研一 講談社 332.3 オ 

高血糖を下げる生活事典 河盛隆造 成美堂出版 493.12 カ 

省エネ時代の家づくり 兼坂亮一 けやき出版 527.0 カ 

世界中で愛される男の子女の子の名まえ 宮沢みち 泉書房 599.6 ミ 

ＤＴＭ用語辞典 藤本健 ビー・エヌ・エヌ新社 R 763.9 フ 

日本語の起源 芝烝 三一書房 810.2 シ 

けちゃっぷ 喜多ふあり 河出書房新社 F きた 

ガリレオの苦悩 東野圭吾 文藝春秋 F ひがしの 
※この新刊案内はダイジェスト（抜粋）版です。すべての新刊案内は、館内ＯＰＡＣ・インターネットの 

「新着案内」でご覧になれます。 
※パスワードを取得されますと、館内ＯＰＡＣ・インターネット経由パソコン・携帯電話専用サイトにて 

ご自分で資料を予約する事ができます。 
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書名 著者名 出版社 請求記号 

飛ぶ読書室 紀田順一郎 みくに出版 019 き 

ミラクル〓魔女の心理テスト 中嶋真澄 ポプラ社 140 な 

中国の歴史人物事典 春日井明 集英社 282 か 

イラク C・サミュエルズ ほるぷ出版 292 さ 

地球を救う仕事 くさばよしみ 汐文社 333 く 

睡眠がよくわかる事典 神山潤 ＰＨＰ研究所 498 こ 

きのこの絵本 小林路子 ハッピーオウル社 657 こ 

クリエイターになりたい しごと応援団 理論社 707 し 

ムーンレディの記憶 カニグズバーグ 福音館書店 93 カニグズ 

ノンニとマンニのふしぎな冒険 ヨーン・スウェンソン 出帆新社 94 スベンソ 

ドリトル先生アフリカへいく ヒュー・ロフティング 集英社 E ロフティ 

ホネホネさんのおしょうがつ にしむらあつこ 福音館書店 E こどもの 
※この新刊案内はダイジェスト（抜粋）版です。すべての新刊案内は、館内ＯＰＡＣ・インターネットの 

「新着案内」でご覧になれます。 
※パスワードを取得されますと、館内ＯＰＡＣ・インターネット経由パソコン・携帯電話専用サイトにて 

ご自分で資料を予約する事ができます。 

 

 
 

あ
い
は
ら
ひ
ろ
ゆ
き
著 

働
く
パ
パ
の
た
め
の 

「
幸
福
な
家
族
」
の
つ
く
り
方 

「
ネ
オ
パ
パ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

『
働
く
パ
パ
の
た
め
の
「
幸
福
な
家
族
」

の
つ
く
り
方
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
あ
い
は
ら

ひ
ろ
ゆ
き
＋
読
売
広
告
社
Ｎ
Ｅ
Ｏ
パ
パ
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
著
）
《
資
料
ID:

８
１

０
７
７
１
２
９
》
に
よ
る
と
、
家
族
志
向

が
強
い
新
し
い
父
親
を｢

ネ
オ
パ
パ｣

と
言

う
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
父
親
自
身
が
子

育
て
な
ど
で
父
親
の
役
割
を
積
極
的
に
楽

し
み
、
親
子
で
共
通
の
目
標
を
持
っ
て
子

ど
も
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験

し
て
い
く
、
新
し
い
家
族
の
ス
タ
イ
ル
を

指
す
そ
う
で
す
。 

ち
な
み
に
、
そ
の
反
対
に
こ
れ
ま
で
の

父
親
の
こ
と
は
「
オ
ー
ル
ド
パ
パ
」
に
な

る
と
の
こ
と
。
サ
ザ
エ
さ
ん
で
い
う
と
、

波
平
が
オ
ー
ル
ド
パ
パ
で
、
マ
ス
オ
さ
ん

が
ネ
オ
パ
パ
と
い
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う

か
？ 

こ
の
本
の
著
者
で
あ
る
あ
い
は
ら
氏
も
、

も
と
も
と
は
大
手
広
告
会
社
で
バ
リ
バ
リ
働

く
オ
ー
ル
ド
パ
パ
で
し
た
。
し
か
し
、
結
婚

し
子
ど
も
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
生
活
が

一
変
。
価
値
観
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
、
彼
の

生
き
方
そ
の
も
の
が
変
わ
り
ま
し
た
。
子
ど

も
が
で
き
る
ま
で
は
、
大
き
な
仕
事
で
の
名

声
や
評
価
に
よ
り
何
千
万
の
人
に
注
目
さ
れ

る
こ
と
に
価
値
を
置
い
て
き
ま
し
た
が
、
小

さ
く
と
も
家
族
に
誇
れ
る
仕
事
を
す
る
こ
と

の
ほ
う
が
大
切
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
に
関
わ
る
仕
事
と
し

て
玩
具
メ
ー
カ
ー
に
入
社
し
た
り
、
子
ど
も

の
た
め
に
絵
本
を
書
い
た
り
す
る
な
ど
し

て
、
ネ
オ
パ
パ
に
大
変
身
し
た
そ
う
で
す
。 

子
育
て
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
関
わ
っ
た

方
が
、
子
ど
も
の
成
長
に
良
い
影
響
を
も
た

ら
し
ま
す
。
で
す
の
で
、
子
育
て
に
お
い
て

も
父
親
の
積
極
的
な
参
加
は
本
当
に
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

図
書
館
に
は
、
こ
の
本
の
ほ
か
に
も
下
記

の
よ
う
な
、
父
親
の
育
児
で
参
考
に
な
る
本

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
そ
ち
ら

の
本
も
ご
利
用
下
さ
い
。 

（
え
と
よ
ん
） 

 

 

父親の育児に関するおすすめ資料 

「おとうさんはウルトラマン おとうさんの育自書」学研 宮西達也／著《資料 ID:11195944》 

「１分間パパ」ダイヤモンド社 スペンサー・ジョンソン／著《資料 ID:21221978》 
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牛
と
い
え
ば
、
本
所
総
鎮
守
た
る
牛

島
神
社
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
境
内
の

撫
牛
は
、
小
児
の
健
康
を
願
っ
て
よ
だ

れ
掛
け
を
奉
納
し
た
石
造
り
の
牛
だ
。

堀
辰
雄
は
『
幼
年
時
代
』
で
「
私
は
そ

の
ど
こ
か
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
目
ざ

し
を
し
た
牛
が
大
変
好
き
だ
っ
た
」
と

言
っ
て
い
る
。
こ
の
界
隈
の
人
は
、
そ

の
、
つ
る
り
と
し
た
黒
い
牛
を
撫
で
た

感
触
を
忘
れ
て
い
な
い
に
違
い
な
い
。 

牛
島
と
い
う
名
称
の
い
わ
れ
は
諸
説

あ
る
。
古
代
に
牛
の
牧
が
あ
っ
た
、
神
様

で
あ
る
牛
頭
天
王
の
島
の
意
、
臥
牛
の
形

を
し
た
岬
が
突
出
し
て
い
た
、
な
ど
と
い

わ
れ
る
。
古
代
の
地
形
を
地
図
上
に
あ
ら

わ
す
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
隅
田
川
と

中
川
の
間
を
、
か
つ
て
海
岸
線
だ
っ
た
と

い
う
北
十
間
川
で
仕
切
り
、
隅
田
川
の
自

然
堤
防
で
土
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
と

さ
れ
る
回
向
院
の
辺
り
ま
で
の
地
を
線

で
な
ぞ
る
と
、
闘
牛
の
よ
う
に
角
を
突
き

出
し
た
牛
頭
の
地
形
が
あ
ら
わ
れ
て
く

る
。
地
勢
か
ら
く
る
名
と
い
う
説
に
う
な

ず
け
る
気
が
す
る
。 

 

震
災
以
前
に
牛
島
神
社
が
あ
っ
た
場

所
の
東
隣
は
弘
福
寺
で
、
開
山
の
鉄
牛
禅

師
筆
と
い
う
牛
頭
山
の
額
を
掲
げ
て
い

る
。
こ
の
地
が
江
戸
城
か
ら
み
て
丑(
う

し)

の
方
角
に
あ
た
り
、
牛
島
の
地
と
鉄

牛
禅
師
に
ち
な
ん
で
牛
頭
山
と
称
し
た

と
い
わ
れ
る
。
牛
と
よ
ほ
ど
関
連
の
あ
る

と
こ
ろ
な
の
だ
。 

「
牛
飼
い
が
歌
よ
む
時
に
世
の
な
か
の

新
し
き
歌
大
い
に
お
こ
る
」
と
詠
ん
だ
歌

人
伊
藤
左
千
夫
が
明
治
２２
年
か
ら
、
現

在
の
錦
糸
町
駅
南
口
辺
り
で
牛
を
飼
い,

牛
乳
を
搾
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
も

記
憶
に
と
ど
め
た
い
。 

すみだの歴史 
真津志麻=文 

～牛とすみだ～ 

現在の牛島神社の撫牛 

（墨田区広報広聴担当提供） 

「本所名所 牛の御前」より 

参考：『幼年時代』《資料ＩＤ：31029889》『東京名所図会本所区之部』《資料ＩＤ：31219110》 

『江戸砂子』《資料ＩＤ：11209002》 

テーマいろいろ 楽しみ方いろいろ 

館名 今月の特集コーナー 

一般書：「すみだのむかし・いま・みらい」 
あずま図書館 

児童書：「えと・お正月」 窓ぎわの児童書：「むかしむかし」 

一般書：「冬・雪・氷」 
緑図書館 

ヤングアダルト〔Y・Ａ〕：「勝手にリスペクト！」 

一般展示：「東京の七福神」１月１４日（水）まで 
寺島図書館 

児童室１：「たべもの」  児童室２：「図書館」 

一般書：「学問のススメ」  児童書：「ありがとう、たべものさん」 
立花図書館 

えほんのひろば：「図書館員のおススメ絵本」 

一般書：「平成時代小説傑作選 ～時代小説にはまる!!～」「2009 年 現在(いま)を読む」 
八広図書館 

児童書：「お正月 ふゆ ゆき」 

一般書：「本の本」 東駒形コミュニティ 

会館図書室 児童書：「むか～し昔」「おやこでスキンシップ」 

一般書 前半：「2009 年あなたの運勢は…？」 「昭和・平成を振り返る」 

一般書 後半：「冬本番！あったか健康料理」「芥川賞・直木賞受賞作！」 
梅若橋コミュニティ 

会館図書室 
児童書 前半：「“モーウ”2009 年！」後半：「おにをやっつけろ！」 

一般特集 1：「手紙」 一般特集２：「ほっと一息。一服如何？」 横川コミュニティ

会館図書室 児童特集：「こたつでむかしばなし」 

 



 

編集後記： 昔から「思い立ったが吉日」などと言われていますが、１月は何か新しい事を始めるにはいい月です。図書館においでください。

図書館は情報の宝庫です。きっと何かが見つかります。今月号は新年特大号として、６ページ構成です。（塩） 

 

●あずま図書館 
 
文花１－１９－１ 
電話：3612-6048 

●緑図書館 
 
緑２－２４－５ 
電話：3631-46２１ 

●寺島図書館 
 
東向島３－３４－４ 
電話：3611-4610 

●立花図書館 
 
立花６－８－1－101 
電話：3618-2620 

●八広図書館 
 
八広 5－10－1－104 
電話：3616-0846 

●東駒形コミュニティ

会館図書室 
東駒形 4－14－1 
電話：3623-1141 

●梅若橋コミュニティ

会館図書室 
堤通２－９－１ 
電話：3616-1101 

●横川コミュニティ 

会館図書室 
横川５－９－１ 
電話：5608-4500 

火曜日～土曜日・・・・・・9：00～20：00 

日曜日・月曜日・祝日・・・9：00～17：00 
★コミュニティ会館図書室は、月曜日の開館時間が 9：00～20：00 です。 

館内整理日《毎月第３木曜日（祝日にあたる場合は翌日）》、年末年始 
★コミュニティ会館図書室は、毎月第１月曜日も休館日です。 

【 開 館 時 間 】  

【休 館 日】 

６ 

日 月 火 水 木 金 土 

     年末年始 1  年末年始 2  年末年始 3 

          

     
  全館休館    全館休館    全館休館 

4 5 6 7 8 9 10 
  東・梅・横コミュ

ニティ図書室 

休館  

あ「おはなしのじか

ん」15：00～ 
緑「小さい子ども

のためのおはな

し会」10：30～ 

東「おはなしのじ

かん」15：30～ 

あ「あそびとおはな

し会」11：00～ 

年末年始 

   
東「おはなしれっし

ゃ」10：30～  
横「おはなしのじ

かん」15：45～ 

寺「おはなし会」

10：30～ 

  

   
東「おはなしのもり」

16：00～  
  立「おはなし会」

14：00～ 

全館休館 
    

      八「おはなしとあそびの

じかん」10：30～ 

  

    

      梅「おはなし会」

15：00～ 

11 成人の日 12 13 14 15 16 17 
  

  
♪緑「こうさく会」

15：00～ 館内整理日 

横「おはなしのじ

かん」15：45～ 

寺「おはなし会」

10：30～ 

  
 

  
八「おひざでえほん」

11：00～   
  立「おはなし会」

14：00～ 

  
  

  
  

全館休館 
  八「おはなしとあそびの

じかん」10：30～ 

  
  

  
  

  
  梅「おはなし会」

15：00～ 

18 19 20 21 22 23 24 
あ「小さい子どものため

のおはなし会」11：00～ 
    

あ「おはなしのじか

ん」15：00～   
東「おはなしのじ

かん」15：30～ 

立「おはなし会」

14：00～ 

  

 
  

緑「おはなしのへや」

15：00～   
横「おはなしのじ

かん」15：45～ 

八「おはなしひろ

ば」10：30～ 

      
  

    
梅「おはなし会」

15：00～ 

25 26 27 28 29 30 31 
★緑「すみだ文化

講座」14：00～  
寺「おひざでえほ

ん」10：30～ 

♪あ「こうさく会」

15：00～  
横「おはなしのじ

かん」15：45～ 

立「おはなし会」

14：00～ 

 
  

   

  八「おはなしとあそびの

じかん」10：30～ 

 

 

♪１４日（水曜日）の緑図書館の「こうさく会」は『あたらしい年のカレンダーづくり』です。 

♪２８日（水曜日）のあずま図書館の「こうさく会」は『かんたんあみもの』です。 

★25 日（日曜日）の緑図書館の「すみだ文化講座」は、一般向けの行事です。 
 

★行事の詳細は、各館に直接お問い合わせください。 

 


